
実社会に登場する様々な問題を組合せ最適化問題として
捉え、社会に役⽴つアルゴリズムの開発を⾏っています。

略歴 所属学会など
埼⽟⼤学⼤学院理⼯学研究科数理電⼦情報コー
スを修了後、東京理科⼤学 ⼯学部 経営⼯学科
に助教として4年間勤め、2014年⽇本⼯業⼤
学⼯学部情報⼯学科の助教として着任。現在は
同⼤学先進⼯学部データサイエンス学科准教授。
組合せ最適化問題に対するアルゴリズムを中⼼
とした研究に着⼿している。

電⼦情報通信学会
信号処理学会

最適化問題に対するアルゴリズムに関する研究

Bike Sharing System（コミュニティサイクル）とは、街中に
複数の駐輪場を設置し、借りた駐輪場とは異なる駐輪場に⾃転
⾞を返却できるレンタルサイクルの仕組みです。BSSでは、回収
⾞が街中を巡回し、⾃転⾞が超過している駐輪場から⾃転⾞を
回収し、不⾜している駐輪場に補充する活動を⾏っています。
この回収⾞の効率的な巡回経路を求めるアルゴリズムの研究を
⾏っています。

主な論⽂発表
1) Honami Tsushima, Takafumi Matsuura, Tohru Ikeguchi, “Strategy for Exploring Feasible

and Infeasible Solution Spaces to Solve a Multiple-Vehicle Bike Sharing System Routing
Problem, Applied Sciences, Vol. 11. No. 16, pp. 7749-7749, 2021.

2) Takafumi Matsuura and Takayuki Kimura, “Covering Salesman Problem with Nodes and
Segments”, American Journal of Operations Research, Vol. 7, pp. 249-262, 2017.

3) T. Kimura, T. Takamizawa, T. Matsuura, “Neural-Based Routing Method for Alleviating
Congestion in Complex Networks”, American Journal of Operations Research, Vol. 6, pp.
343-354 , 2016.

345-8501 埼⽟県南埼⽟郡宮代町学園台4-1 
⽇本⼯業⼤学 先進⼯学部 データサイエンス学科 松浦 隆⽂
Tel. 0480(33)7463 (直通),  E-mail : matsuura@nit.ac.jp

研究紹介

数理最適化・組合せ最適化・
最適化アルゴリズム

松浦 隆⽂
まつうら たかふみ

准教授
先進⼯学部

データサイエンス学科

お問合せ

近年、⼤規模な⾃然災害が毎年のよ
うに発⽣しています。災害に巻き込
まれた⼈々を多く救出するためには、
迅速な災害状況の確認や、被災者の
早期発⾒が重要です。複数のドロー
ンを⽤いて短時間で広範囲の情報収
集を⾏うため、ドローンの⾶⾏経路
を決定するアルゴリズムの開発を進
めています。

⾃転⾞の再配置問題ドローンの⾶⾏経路決定問題
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映像・AI・IoTを軸に社会システムのスマート化に向けた
研究開発を行っています。

略歴 所属学会など
日本電気株式会社 /国立研究開発法人情報通信研究
機構を経て現職。LTE/5G基地局の研究開発に従事。
受賞：IEICE CQ研究会研究賞(2020)，IEEE CQR
Best Paper Award(2017)
IEEE ICC’24 TPCメンバ, IEEE GLOBECOM’24
TPCメンバ, IEICE NS研究会 幹事, IEICE CQ研究
会 専門委員，IEICE MIKA研究会 専門委員等

電子情報通信学会

映像情報を活用したIoTシステムに関する研究

映像・人工知能を活用したIoTシステムの
研究開発事例。
１）きゅうりのAI自動選果機：きゅうりの
等級は「大きさ」や「曲がり具合」によっ
て決定されます。本選果機は、きゅうりを
台に置くと（右図）、人工知能が映像デー
タを解析し、きゅうりの等級を自動判別し
ます（左図）。きゅうりの等級判別のノウ
ハウがない方でも分類できるため、農家の
方の繁忙期の負荷を軽減できます。

科研費などのプロジェクト
1) 科研費：「遠隔映像解析における検出精度と遅延要件を満足する適応的映像品質制御に関する研究」
（2021~2023）

主な論文発表
1) N. Akutsu, T. Shindo, T. Hiraguri, H. Yoshino, and N. Itoh: Streaming quality control based on
object-detection accuracy, IEICE Communication Express, vol. 13, no. 3, pp. 76-79, 2024.
2) N. Itoh, T. Iwai, and R. Kubo: Congestion-Adaptive and Deadline-Aware Scheduling for
Connected Car Services over Mobile Networks, IEICE Tran. Commun., vol. 103-B, no. 10, 1117-
1126, 2020.

伊藤 暢彦
いとう のぶひこ

准教授

研究紹介

IoT・映像解析・
人工知能・無線通信

きゅうりのAI自動選果機

交通事故軽減システム

先進工学部
データサイエンス学科

２）交通事故軽減システム：人工知能が映
像データを瞬時に解析し、歩行者・車両を
検出します。衝突の危険性が高い時には監
視システムがドライバに注意喚起を行うこ
とで事故を未然に防ぎます。




